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成熟社会と不便のデザイン

藤 原 智 也
（ 教育福祉学部 教育発達学科 ）

現代社会に広く行き届いている近代デザインには、デザインされたものに
よって人々の問題を合理的に解決していくことで、より便利で安心な社会を
創り出すという発想があった。つまり我々の移動や住や生活は、近代デザイ
ンによる都市計画や建築やプロダクト製品によって効率化されている。この
ことで多くの生活労働から開放されて余暇時間は増え、広域に旅行へ出かけ
たり遠く離れた商品を安価に入手できたりするなどの楽しみが可能になった。
しかし、高度化された近代デザインが普及している成熟した現代社会は、デ
ザインの飽和による新たな問題が生じているとも捉えられる。すなわち、か
つては自分なりに考えて工夫したり他者との協力や共同によって解決してい
た問題を、自動化されたデザインが代わりに解決してしまうことで、人々の
思考やコミュニケーションの機会が奪われているのではないかという疑問で
ある。このような認識は、これまでのインターネットの普及や今後のAIの
発展によって、さらに鮮明になってくるだろう。

一方で、不便を前提とし、自分なりに考えたり周りの人と共同すること
で問題を解決していく環境や仕組みをデザインする、成熟社会に適応した
新しい発想も生まれている。そこでは、一見非効率のようだが、人々の思
考やコミュニケーションを促すことで、それぞれの成長や共生を念頭にお
いたデザインがなされている。
デザインは科学技術の進展を伴って、〈肉体労働→頭脳労働→感情労

働〉の順番で、人間からそれらを外部化していく方向性を示している。私
たちは、どこまでを自分たちの領域として担うのかそれ自体を主体的にデ
ザインしなければ、思考停止や孤独化に陥りかねない時代を生きている。
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